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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木　隆　一
　　　（会派　日本共産党）

市政・教育行政について １．一連の不祥事に関して

２．２０１５年農林業センサスの速報値から推計される

　　将来（２０２５年、２０３５年）と対策は

３．子供の貧困対策には抜本的な政策転換が急務

４．診療報酬改定が医療の質を揺るがすことにならないか

５．後期高齢者医療保険制度・健康診査事業の改善に向けて

６．障がい者雇用の現状と拡大に向けて

７．教育行政について

８．循環型社会形成について

◆一連の不祥事に関して

答
度重なる不適切な事務処理などの不祥事につ

いて、議会、市民の皆さまにご心配をかけ申

し訳ない。市政は市民の信頼の上に成り立つもので

職員の一人一人が「法令遵守の徹底、服務規律の確

保」について十分自覚し高い倫理観をもって職務に

当たることが必要である。今後も職員と一丸となっ

て職務に精励し市民の信頼回復に努めていく。

問

県内では私費会計13市町村、公会計12市町村

である。今後、給食会計の取り扱いは他市の

状況を参考にしながら、給食センターの実施時期も

考慮し検討を重ね進めたい。

◆学校給食会計は教育委員会扱いにすべき

答

問
給食はある意味では公共事業であり、経理業

務などは保護者と教育委員会との契約事務と

考えられ、教職員に過重な負担をかけるべきでない。

市教育委員会が給食費の徴収、納入、精算を実施す

るのが本来の姿でないのか。県内の状況はどうか。現

場の声を聞きながら教育委員会扱いにすべきである。

効果的に事業を進めるため、毎月、県ならびににかほ市と事業

推進会議を行い、県委嘱のアドバイザーの意見も参考にしてい

る。また、秋田・山形両県と環鳥海地域の関係自治体によって設立した

「秋田・山形県際間連携推進協議会」では「鳥海エリア」の魅力を全国発

信するためのプロモーション活動を展開して、さらに認知度向上に努める。

◆広域観光での連携は

答

問
鳥海山を核とした広域観光プロジェクトはにかほ市と

の事業実施であるが協働一体的推進の連携は十分か。

県では設備取得に対する補助制度や、特殊工程による作業に必

要な国際認証取得への支援を行っている。本市は技術習得を目的

とした高度な品質管理技術の習得事業など行っている。さらに、固定資産

税の減免や雇用奨励金など工場等立地促進条例による支援も予定している。

◆有望産業への支援体制は

答

問

市長室のユニットバスの件、ＣＡＴＶセンター取

材用車輌リース契約錯誤の件、そして本荘清

掃センター運転管理業務委託が正式決定前に審査情

報が漏れることなどが立て続けに起きた。

　市長の「開かれた市政、透明性の確保、市民目線」

など自らの所信表明とも矛盾するものであり、謙虚に

反省、検証、統括すべきである。

質　問　項　目

長　沼　久　利
　　　（会派　高志会）

独自の移住・定住
促進策は １．由利本荘市総合戦略から

２．地域公共交通から

３．中小企業経営者の事業承継について

４．プレミアム付き商品券事業について

５．観光振興について

６．まるごと売り込み事業について

７．産業振興について

８．八塩生涯学習センターの利活用について

９．集会施設建設費等補助金について

１０．町内会・自治会げんきアップ事業から

１１．道の駅の機能強化について

◆地域特性を生かした定住策は

答
移住希望者を対象とした「まるごとミーティング」や

「移住体験ツアー」の際は、積極的にアピールしている。

また、地域に誇りや自信をもって生活する姿も大切な判断にな

るので、元気な地域づくりを展開しながら情報発信していく。

答
市分譲宅地は市内８カ所で販売している。分譲宅地の

情報をホームページで公開するとともに、分譲価格を改

正するなど販売促進に努めてきた。今後は、周辺地価相場、経済

情勢に応じた分譲価格の見直しを検討し積極的に分譲していく。

問 ８地域ごとの移住・定住策の必要性は。

分譲宅地の活用策は。

航空機産業からの県との連携支援体制は。

◆積極的分譲宅地の活用は

問

どなたでも傍聴
できます。傍聴席へは
５階からどうぞ♪

質　問　項　目
　つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の

特
Ａ
米
計
画
は

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
良
質
米
の
産

地
と
し
て
、
米
の
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
特
Ａ
米
の
育
成
は
欠
か
せ

な
い
。
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

Ａ
．
県
内
全
体
に
枠
が
あ
り
、

申
し
込
み
に
は
銘
柄
を
一
つ
と

り
や
め
る
必
要
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
な
ど
の

作
付
が
ひ
と
め
ぼ
れ
よ
り
面
積

が
少
な
い
た
め
、
管
内
Ｊ
Ａ
の

　
　
　
　
一
存
で
は
難
し
い
状

　
　
　
　
況
に
あ
る
。

目
指
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
規
格
基
準
の

策
定
、
産
地
証
明
、
連
携
出
荷

体
制
な
ど
の
整
備
を
図
る
。

　
ま
た
、
一
次
加
工
も
考
え
て

い
る
。

　大
規
模
工
業
団
地

の
要
望
を

Ｑ
．
貸
工
場
支
援
の
他
、
議
会

の
県
営
大
規
模
工
業
団
地
の
要

望
も
強
い
。
反
面
、
地
元
の
熱

意
は
感
じ
な
い
が
、
雇
用
状
況

が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
人
が
集
ま
り
に
く
い
状
況

は
感
じ
る
。
人
手
不
足
が
東
北

全
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
会
と
具
体
的
に
は
協
議
し

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。

　県
内
就
職
が

厳
し
い
学
卒
者

Ｑ
．
学
卒
者
の
県
外
就
職
希
望

者
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
判
断

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
で
き
れ
ば
県
内
で
の
就
職

を
し
た
い
が
、
希
望
職
種
が
な

い
と
い
う
方
が
多
い
と
分
析
し

て
い
る
。
大
卒
者
の
県
内
採
用

は
少
な
い
。

　山
は
宝
で
い
っ
ぱ
い

　め
ざ
せ
１
千
万
円

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス

Ｑ
．
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

む
、
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と

目
標
は
。
　

Ａ
．
山
菜
を
売
れ
る
商
品
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
平
成

30
年
に
売
り
上
げ
1
千
万
円
を

Ｑ
．
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
件
数
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
。

Ａ
．
市
窓
口
に
お
け
る
各
種
証

明
書
の
交
付
件
数
は
、
年
間
約

７
万
５
千
件
で
、
そ
の
20
％

１
万
5
千
件
を
コ
ン
ビ
ニ
交
付

と
想
定
し
て
い
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　カ
ー
ド
利
用
に
よ
る

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

　
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

約
９
0
0
万
円
で
あ
る
が
、
平

成
28
〜
30
年
度
は
特
別
交
付
税

を
2
分
の
1
充
当
で
き
る
の
で
、

市
負
担
は
、
約
４
５
0
万
円
、

常

　任

委
員
会

常

　任

委
員
会

　公
共
施
設
の
最
適
化

Ｑ
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
な
ぜ
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

Ａ
．
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
が
こ
れ
か
ら

更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、
市
の

財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
国
の
指
針
に
よ
り

全
部
の
公
共
施
設
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
行
い
、
市
全
体
で
の
施
設

の
最
適
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　進
む
行
政
改
革

Ｑ
．
行
政
改
革
に
伴
う
人
件
費

平
準
化
基
金
は
何
の
た
め
に
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
．
施
設
の
指
定
管
理
や
民
営

化
な
ど
行
政
改
革
を
推
進
す
る

上
で
市
で
負
担
す
る
人
件
費
の

平
準
化
を
図
る
た
め
の
基
金
で
、

平
成
28
年
度
か
ら
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
東
光
苑
」、

「
鳥
寿
苑
」
が
指
定
管
理
に
移

常

　任

委
員
会

本荘清掃センター事務所棟

大内小学校 東由利分署岩城分署

新ブランド米の確立

山菜に夢をのせて

Ａ
．
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の
利
用
時
間

の
実
態
に
合
わ
せ
、
施
設
使
用

単
価
を
4
時
間
単
位
か
ら
1
時

間
単
位
に
改
め
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
短
時
間
で
の
利
用
が

し
や
す
く
な
る
。

　本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
運
転
管
理

業
務
委
託

Ｑ
．
業
務
委
託
の
入
札
情
報
漏

え
い
問
題
に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
４
月
か
ら
９
年
間
の

業
務
委
託
契
約
に
向
け
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

平
成
31
年
度
か
ら
は
約
９
0
0

万
円
と
な
る
。

　ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ

　「
ア
ク
ア
パ
ル
」の
利
用

料
金
の
一
部
改
正

Ｑ
．
利
用
料
金
は
ど
う
変
わ
る

か
。

　
し
か
し
、
落
札
決
定
の
直
前

に
各
候
補
者
の
提
案
書
の
内
容

や
評
点
の
情
報
漏
え
い
が
判
明

し
た
た
め
入
札
を
無
効
と
し
、

補
正
予
算
で
委
託
費
の
限
度
額

８
億
８
１
９
８
万
円
の
債
務
負

担
行
為
廃
止
の
提
案
に
至
っ
た
。

当
面
は
市
直
営
で
業
務
を
継
続

す
る
。

契
約
手
続
き
を
進
め
て
い
た
。

　大
内
地
域
統
合

小
学
校
改
修
事
業

Ｑ
．
大
内
小
学
校
（
旧
大
内
中

学
校
）
改
修
状
況
は
。

Ａ
．
上
川
大
内
小
、
下
川
大
内

小
を
統
合
し
、
新
大
内
小
と
し

て
本
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

総
工
費
約
２
億
７
千
万
円
で
改

修
工
事
を
し
た
。

教
育
民
生

産
業
経
済

行
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
特
別
会

計
で
負
担
し
て
い
た
職
員
人
件

費
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
で
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
相
当
分
を
基
金
に
積
み

立
て
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を

平
準
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
記
の
「
東
光
苑
」

は
、
定
例
会
閉
会
後
に
、

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ

た
利
用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
未
作
成
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
、
後
日
開
催
し
た
臨

時
会
に
、
指
定
管
理
へ
の

移
行
を
一
年
間
延
期
す
る

と
の
提
案
が
あ
り
了
承
し

た
も
の
で
あ
る
。

委員会審査報告

　消
防
署
を
整
備

暮
ら
し
を
守
る

Ｑ
．
本
荘
消
防
署
岩
城
分
署
お

よ
び
東
由
利
分
署
の
新
庁
舎
が

完
成
し
た
が
、
他
の
分
署
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
平
成
28
年
度
中
に
西
目
分

署
を
現
在
の
場
所
の
隣
に
建
設

す
る
。
大
内
分
署
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
建
設
に
向
け
て
、

市
全
体
の
消
防
体
制
の
中
で
大

内
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る

建
設
候
補
地
を
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つぶぞろいは
新しい品種の
お米です

総

　務
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〜
30
年
度
は
特
別
交
付
税

を
2
分
の
1
充
当
で
き
る
の
で
、

市
負
担
は
、
約
４
５
0
万
円
、

常

　任

委
員
会

常

　任

委
員
会

　公
共
施
設
の
最
適
化

Ｑ
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
な
ぜ
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

Ａ
．
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
が
こ
れ
か
ら

更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、
市
の

財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
国
の
指
針
に
よ
り

全
部
の
公
共
施
設
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
行
い
、
市
全
体
で
の
施
設

の
最
適
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　進
む
行
政
改
革

Ｑ
．
行
政
改
革
に
伴
う
人
件
費

平
準
化
基
金
は
何
の
た
め
に
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
．
施
設
の
指
定
管
理
や
民
営

化
な
ど
行
政
改
革
を
推
進
す
る

上
で
市
で
負
担
す
る
人
件
費
の

平
準
化
を
図
る
た
め
の
基
金
で
、

平
成
28
年
度
か
ら
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
東
光
苑
」、

「
鳥
寿
苑
」
が
指
定
管
理
に
移

常

　任

委
員
会

本荘清掃センター事務所棟

大内小学校 東由利分署岩城分署

新ブランド米の確立

山菜に夢をのせて

Ａ
．
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の
利
用
時
間

の
実
態
に
合
わ
せ
、
施
設
使
用

単
価
を
4
時
間
単
位
か
ら
1
時

間
単
位
に
改
め
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
短
時
間
で
の
利
用
が

し
や
す
く
な
る
。

　本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
運
転
管
理

業
務
委
託

Ｑ
．
業
務
委
託
の
入
札
情
報
漏

え
い
問
題
に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
４
月
か
ら
９
年
間
の

業
務
委
託
契
約
に
向
け
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

平
成
31
年
度
か
ら
は
約
９
0
0

万
円
と
な
る
。

　ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ

　「
ア
ク
ア
パ
ル
」の
利
用

料
金
の
一
部
改
正

Ｑ
．
利
用
料
金
は
ど
う
変
わ
る

か
。

　
し
か
し
、
落
札
決
定
の
直
前

に
各
候
補
者
の
提
案
書
の
内
容

や
評
点
の
情
報
漏
え
い
が
判
明

し
た
た
め
入
札
を
無
効
と
し
、

補
正
予
算
で
委
託
費
の
限
度
額

８
億
８
１
９
８
万
円
の
債
務
負

担
行
為
廃
止
の
提
案
に
至
っ
た
。

当
面
は
市
直
営
で
業
務
を
継
続

す
る
。

契
約
手
続
き
を
進
め
て
い
た
。

　大
内
地
域
統
合

小
学
校
改
修
事
業

Ｑ
．
大
内
小
学
校
（
旧
大
内
中

学
校
）
改
修
状
況
は
。

Ａ
．
上
川
大
内
小
、
下
川
大
内

小
を
統
合
し
、
新
大
内
小
と
し

て
本
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

総
工
費
約
２
億
７
千
万
円
で
改

修
工
事
を
し
た
。

教
育
民
生

産
業
経
済

行
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
特
別
会

計
で
負
担
し
て
い
た
職
員
人
件

費
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
で
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
相
当
分
を
基
金
に
積
み

立
て
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を

平
準
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
記
の
「
東
光
苑
」

は
、
定
例
会
閉
会
後
に
、

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ

た
利
用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
未
作
成
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
、
後
日
開
催
し
た
臨

時
会
に
、
指
定
管
理
へ
の

移
行
を
一
年
間
延
期
す
る

と
の
提
案
が
あ
り
了
承
し

た
も
の
で
あ
る
。

委員会審査報告

　消
防
署
を
整
備

暮
ら
し
を
守
る

Ｑ
．
本
荘
消
防
署
岩
城
分
署
お

よ
び
東
由
利
分
署
の
新
庁
舎
が

完
成
し
た
が
、
他
の
分
署
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
平
成
28
年
度
中
に
西
目
分

署
を
現
在
の
場
所
の
隣
に
建
設

す
る
。
大
内
分
署
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
建
設
に
向
け
て
、

市
全
体
の
消
防
体
制
の
中
で
大

内
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る

建
設
候
補
地
を
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つぶぞろいは
新しい品種の
お米です

総

　務

ここが聞きたい
一 般 質 問

渡　部　専　一
　　　（会派　市民創風）

◆地域振興について

　①公共施設の整備方針は

　②総合支所機能の強化について

答
新設に当たっては、地域の特性を勘案しなが

ら、地域住民や検討委員会などの意見を踏ま

え、施設規模や適切な建設場所などを選定し、整備

を進める。

問

支所長や課長には、地域の実情に精通した職

員を配置して、機能強化を図るなど、地域の

皆さまが、気軽に安心して利用できる総合支所を目

◆大河ドラマ「真田丸」による天鷺観光への取り組みは

答

ＰＲポスターや動画、ウェブサイトの制作を

順次計画しており、みちのく真田ゆかりの地

として全国に情報を発信し、併せて、のぼりや誘導

看板を随所に設置しながら、亀田地区をはじめ、本

市への観光誘客の推進に努めていく。

答

問
ドラマの放映に合わせて、関係する全国の市

町村でも動き出している。本市も真田ゆかり

の地として、観光誘客に全力で取り組むべきである

と思うが、その対応は。

◆本市の子どもの貧困対策について

子どもの貧困対策に必要とされる支援は非常

に多岐にわたる。市では子育て支援課を中心

に関係部署の担当者会議を２月12日に開催した。こ

の会議を基本に庁内連絡会議を設置し、秋田県の貧

困実態調査結果などと照らし合わせ、市の計画に反

映する方針である。

答

問

本市の人口減少の８割は、周辺７地域での減

少数で推移してきている。施設整備は、この

状況に配慮する必要があると思うが。

本市の時給は６９７円で、１日８時間、週５日、

年５２週働いて、年収は約１４５万円、これは相対

的貧困線を下回る年収である。本市の現状は官製

ワーキングプアを産み出しているのではないのか。

問
高齢化社会の中では、近くで用を足せること

が必要。相談業務や行政事務の手続きにしっ

かりと対応できる支所機能の強化についての考えは。

本市の臨時・非正規職員数と年間フルタイム

５２週働いても年収２００万円に届かない割合は。

子どもの貧困が年々深刻になっているが本市

の対策は。

質　問　項　目

今　野　英　元
　　　（会派　社会民主党）

由利本荘市の官製
ワーキングプアについて １．由利本荘市の官製ワーキングプアについて

２．本市の子供の貧困対策について

◆本市の臨時・非正規職員は

答
職員総数は1727人で、そのうち、正規職員は

1035人で、約60％、非正規職員は692人で、

約40％となっている。臨時職員の女性割合は約71％

で、年収200万円に届かない臨時職員の割合は約

82％となっている。

問

本市にも年収200万円に届かない臨時職員は

いるが、その活動実態は人それぞれで、事情

によって働き方や収入は違う。臨時職員と正職員は

職務に求められる内容、責任の度合いが違い収入面

で差が生じるのは避けられない。

答

◆年収約１４５万円はワーキングプアではないか。

問

質　問　項　目
１．国勢調査人口の速報値をどう見るか

２．地域振興について

３．工業振興について

４．林業振興について

５．大河ドラマ「真田丸」による天鷺郷観光への取り組みは

６．羽後亀田駅の整備について

７．地籍調査の進捗状況と今後の計画は

８．北部共同調理場建設事業について

指しているところである。今後も市民からの相談や

要望等に、迅速かつ適切に対応し、満足いただける

よう、努めていく。

新計画１０年の中で
地域はどう変わるのか
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総合防災公園整備特別委員会協議会

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

総合防災公園整備特別委員会協議会

議会報編集特別委員会行政視察　～２１日

議会と市当局との連絡会議

議会報告会「市民と語る会」実行委員会

教育民生常任委員会協議会

総合防災公園整備特別委員会行政視察　～２７日

議会全員協議会

議会運営委員会

平成２８年度予算説明会

本会議（開会）、会派代表者会議

議会報告会「市民と語る会」全体協議会

本会議（会派代表質問・一般質問）、会派代表者会議

本会議（一般質問）、議会運営委員会

委員会（議案審査）　…各常任委員会

委員会（議案審査）　…各常任委員会

委員会（議案審査）　…各常任委員会

委員会（議案審査）　…総合防災公園整備特別委員会

本会議（閉会）、議会運営委員会、議会全員協議会、会派代表者会議

教育民生常任委員会協議会

議会全員協議会、議会運営委員会

臨時会、議会報編集特別委員会

【１月】 5日

 6日

 15日

 18日

 20日

 25日

 26日

【２月】 5日

 9日

 12日

 17日

【３月】 3日

 4日

 7日

 8日

 9日

 10日

 17日

 24日

 25日

 30日

（平成２８年１月～３月）議長交際費報告

【１月】９件 ４６,１２２円
【２月】６件 ２０,２９２円
【３月】４件 １６,０００円

◎慶祝、協賛など

１件  　３０,０００円
◎弔　　　事

議長公務・交際費の詳細につきましては、

市ホームページをご覧ください。

議長公務報告（平成２８年１月～３月）おもな

５日

１０日

２８日

２日

９日

１０日

１４日

１８日

２４日

２５日

消防出初式

成人式

地域農業再生協議会総会

市優良技能者表彰式

市スポーツ賞表彰式

全国高速自動車市議会協議会理事会・定期総会

本荘消防署東由利分署新庁舎開署式

（仮称）由利本荘総合防災公園アリーナ建設工事安全祈願祭

本荘消防署岩城分署新庁舎開署式

本荘由利広域市町村圏組合議会定例会

１月

２月

３月

9

議会日誌議会日誌

３
月
定
例
会

平成28年5月1日発行

主なものを
お知らせ
します

６月定例会は
６月３日（金）～６月２３日（木）の予定です

６月定例会は
６月３日（金）～６月２３日（木）の予定です

委員会審査報告

Ａ
．
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園

管
理
運
営
計
画
策
定
の
た
め
に

設
置
す
る
。
体
育
関
係
者
を
は

じ
め
と
し
た
11
人
で
構
成
、
年

5
回
委
員
会
を
開
催
、
平
成
28

年
12
月
定
例
会
に
計
画
案
を
提

出
、
同
年
12
月
下
旬
に
は
管
理

運
営
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す

　施
設
の
有
効
活
用

を
目
指
し

Ｑ
．
管
理
運
営
計
画
検
討
委
員

構
成
と
計
画
策
時
期
は
。

る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
管
理
運
営
計
画
の
目
的
と

内
容
は
。

Ａ
．
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
よ

り
良
い
運
営
を
目
的
と
す
る
。

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
、
合
宿
の
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
促
進
な
ど
に
よ

る
地
域
活
性
化
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
核
と
し
た

健
康
の
駅
に
よ
る
健
康
増
進
と
、

市
外
か
ら
の
誘
客
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
官
民
一
体
型
の
組

織
を
設
立
す
る
。

　
委
員
構
成
は
、
市
内
の
各
団

体
か
ら
の
代
表
者
8
名
と
市
の

観
光
文
化
振
興
課
長
お
よ
び
健

康
管
理
課
長
の
計
10
名
で
あ
り
、

こ
の
設
立
検
討
委
員
会
で
協
議

し
て
10
月
頃
に
設
立
す
る
予
定

で
あ
る
。

防
災
公
園
特

　別

委
員
会

　市
道
猿
倉
花
立
線
の

復
旧
計
画

Ｑ
．
土
砂
崩
落
に
よ
る
通
行
不

能
の
市
道
猿
倉
花
立
線
の
復
旧

計
画
は
。

Ａ
．
秋
田
県
警
の
現
場
保
存
の

規
制
が
平
成
27
年
12
月
に
解
除

と
な
っ
た
た
め
、
平
成
28
年
度

に
復
旧
に
向
け
た
調
査
測
量
を

実
施
し
た
い
。

　
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
調
査
結
果
を
基
に

復
旧
工
法
と
併
せ
て
考
え
て
い

く
。

　羽
後
本
荘
駅
周
辺

整
備
事
業

Ｑ
．
羽
後
本
荘
駅
東
西
自
由
通

路
、
東
西
駅
前
広
場
整
備
事
業

計
画
は
。

Ａ
．
J
R
羽
後
本
荘
駅
東
西
自

由
通
路
及
び
東
西
駅
前
広
場
整

備
事
業
の
平
成
28
年
度
の
事
業

内
容
は
、
東
西
自
由
通
路
の
実

施
設
計
委
託
料
と
し
て
1
億

9
5
9
4
万
円
、
東
西
駅
前
広

場
の
現
況
測
量
、
詳
細
設
計
委

託
料
と
し
て
2
8
9
0
万
円
計

上
し
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。　東

町
会
館
（
由
利
地
域
）

の
管
理
運
営

Ｑ
．
由
利
地
域
市
営
住
宅
滝
沢

舘
団
地
に
設
置
の
東
町
会
館
の

管
理
運
営
は
。

Ａ
．
由
利
地
域
市
営
住
宅
滝
沢

舘
団
地
集
会
所
と
し
て
建
設
中

の
東
町
会
館
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、「
東
町
集
落
（
42
戸
）
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
平
成
28

年
度
か
ら
10
年
間
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

市道猿倉花立線現場付近

羽後本荘駅舎・跨線橋の現況

講演する原田氏

インターバル速歩で健康増進
完成直前の東町会館

木造平屋建て（延床面積７９.８８８㎡） 現地調査実施

常

　任

委
員
会

総合

整備

新
た
な
施
設
の
利
用
規
則
、
事

業
計
画
、
管
理
運
営
体
制
、
安

全
管
理
業
務
、
災
害
時
に
お
け

る
機
能
転
換
、
維
持
管
理
業
務
、

事
業
収
支
計
画
な
ど
、
総
合
的

な
管
理
運
営
計
画
を
定
め
て
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

　スポ
ー
ツ
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
と

健
康
増
進
を
！

Ｑ
．
由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
・

ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

目
的
は
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
連
携
講
演
会
開
か
れ
る

　
２
月
８
日
、
早
稲
田
大
学
教
授

の
原
田
宗
彦
氏
を
講
師
に
、
カ

ダ
ー
レ
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
意
義
や
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
動

か
す
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
の

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

　
市
で
は
10
月
10
日
「
ス
ポ
ー
ツ

立
市
宣
言
」
を
予
定
し
て
い
る
。

建

　設

５月２５日（水）までに
受理する請願・陳情を
審議する予定です

委員会審査報告

Ａ
．
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園

管
理
運
営
計
画
策
定
の
た
め
に

設
置
す
る
。
体
育
関
係
者
を
は

じ
め
と
し
た
11
人
で
構
成
、
年

5
回
委
員
会
を
開
催
、
平
成
28

年
12
月
定
例
会
に
計
画
案
を
提

出
、
同
年
12
月
下
旬
に
は
管
理

運
営
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す

　施
設
の
有
効
活
用

を
目
指
し

Ｑ
．
管
理
運
営
計
画
検
討
委
員

構
成
と
計
画
策
時
期
は
。

る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
管
理
運
営
計
画
の
目
的
と

内
容
は
。

Ａ
．
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
よ

り
良
い
運
営
を
目
的
と
す
る
。

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
、
合
宿
の
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
促
進
な
ど
に
よ

る
地
域
活
性
化
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
核
と
し
た

健
康
の
駅
に
よ
る
健
康
増
進
と
、

市
外
か
ら
の
誘
客
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
官
民
一
体
型
の
組

織
を
設
立
す
る
。

　
委
員
構
成
は
、
市
内
の
各
団

体
か
ら
の
代
表
者
8
名
と
市
の

観
光
文
化
振
興
課
長
お
よ
び
健

康
管
理
課
長
の
計
10
名
で
あ
り
、

こ
の
設
立
検
討
委
員
会
で
協
議

し
て
10
月
頃
に
設
立
す
る
予
定

で
あ
る
。

防
災
公
園
特

　別

委
員
会

　市
道
猿
倉
花
立
線
の

復
旧
計
画

Ｑ
．
土
砂
崩
落
に
よ
る
通
行
不

能
の
市
道
猿
倉
花
立
線
の
復
旧

計
画
は
。

Ａ
．
秋
田
県
警
の
現
場
保
存
の

規
制
が
平
成
27
年
12
月
に
解
除

と
な
っ
た
た
め
、
平
成
28
年
度

に
復
旧
に
向
け
た
調
査
測
量
を

実
施
し
た
い
。

　
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
調
査
結
果
を
基
に

復
旧
工
法
と
併
せ
て
考
え
て
い

く
。

　羽
後
本
荘
駅
周
辺

整
備
事
業

Ｑ
．
羽
後
本
荘
駅
東
西
自
由
通

路
、
東
西
駅
前
広
場
整
備
事
業

計
画
は
。

Ａ
．
J
R
羽
後
本
荘
駅
東
西
自

由
通
路
及
び
東
西
駅
前
広
場
整

備
事
業
の
平
成
28
年
度
の
事
業

内
容
は
、
東
西
自
由
通
路
の
実

施
設
計
委
託
料
と
し
て
1
億

9
5
9
4
万
円
、
東
西
駅
前
広

場
の
現
況
測
量
、
詳
細
設
計
委

託
料
と
し
て
2
8
9
0
万
円
計

上
し
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。　東

町
会
館
（
由
利
地
域
）

の
管
理
運
営

Ｑ
．
由
利
地
域
市
営
住
宅
滝
沢

舘
団
地
に
設
置
の
東
町
会
館
の

管
理
運
営
は
。

Ａ
．
由
利
地
域
市
営
住
宅
滝
沢

舘
団
地
集
会
所
と
し
て
建
設
中

の
東
町
会
館
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、「
東
町
集
落
（
42
戸
）
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
平
成
28

年
度
か
ら
10
年
間
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

市道猿倉花立線現場付近

羽後本荘駅舎・跨線橋の現況

インターバル速歩で健康増進
完成直前の東町会館

木造平屋建て（延床面積７９.８８８㎡） 現地調査実施

常

　任

委
員
会

総合

整備

新
た
な
施
設
の
利
用
規
則
、
事

業
計
画
、
管
理
運
営
体
制
、
安

全
管
理
業
務
、
災
害
時
に
お
け

る
機
能
転
換
、
維
持
管
理
業
務
、

事
業
収
支
計
画
な
ど
、
総
合
的

な
管
理
運
営
計
画
を
定
め
て
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

　スポ
ー
ツ
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
と

健
康
増
進
を
！

Ｑ
．
由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
・

ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

目
的
は
。

建

　設
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県
内
25
市
町
村
の
主
要
財
政
指
標

の
比
較
で
も
、
特
に
良
い
と
は
言

え
な
い
。
財
政
へ
の
認
識
は
。

公
約
と
し
て
市
民
と
共
に
歩
む
市

政
目
標
だ
が
、
そ
の
姿
勢
は
。

自
分
の
国
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ

教
育
は
。

市
長
室
に
「
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
設

置
」
報
告
時
期
を
逸
し
た
件
や
「
本

荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
運
転
管
理
業
務
委
託
」

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
の
情
報
漏
え
い
な
ど

に
お
い
て
は
、
市
当
局
の
「
情
報
管
理
と

積
極
的
な
開
示
」
が
議
会
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
上
で
の
基
本
と
考
え
る
が
。

市
の
行
財
政
の
状
況
は市民創風

会
長
　
佐
藤
　
　
勇

行
政
運
営
の
根
幹
と
し
て
「
持
続
可

能
な
財
政
」、「
市
民
目
線
で
の
行
政
運

営
」
に
取
り
組
み
、
依
存
財
源
75
％
の
実
情
を

踏
ま
え
、
各
種
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債
を
組

普
通
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
え

加
算
の
皆
減
や
人
口
減
少
に
よ
る

大
幅
な
減
額
も
予
想
さ
れ
る
が
、
行
革
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

　
合
併
特
例
債
は
、
後
年
度
の
普
通
交
付

税
に
元
利
償
還
金
の
７
割
が
算
入
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
過
疎
債
と
同
じ
「
良
質
債
」

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質

　問

　項

　目

１
．
市
長
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

２
．
財
政
に
つ
い
て

３
．
あ
き
た
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

４
．
森
林
業
に
つ
い
て

５
．
総
合
防
災
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

６
．
生
活
環
境
へ
配
慮
し
た
除
雪
対
応
に
つ
い
て

７
．
道
路
行
政
に
つ
い
て

８
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
に
つ
い
て

９
．
行
政
改
革
に
つ
い
て

１０
．
入
札
事
務
の
所
管
に
つ
い
て

１１
．
公
用
車
の
事
故
に
つ
い
て

１２
．
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

１３
．
教
育
方
針
に
つ
い
て

● 

市
長
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

● 

財
政
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
の
歴
史
的
分
野
の
目
標

に
「
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
を

深
め
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
る
」
と
明
示

さ
れ
て
い
る
。
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
、
自
国
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
自
分
の
考

え
を
発
信
で
き
る
教
育
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
。

● 

近
現
代
の
歴
史
教
育
に
つ
い
て

総
合
支
所
に
お
け
る
地
域
特
性
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
上
で
、
総

合
支
所
の
役
割
が
よ
り
重
要
で
あ
る
が
、

一
定
の
裁
量
で
執
行
可
能
な
権
限
や
予
算

の
さ
ら
な
る
拡
充
は
。

議
会
へ
の
情
報
開
示
は高 志 会

会
長
　
伊
藤
　
順
男

こ
れ
ま
で
の
議
会
に
対
す
る
情
報

伝
達
の
不
備
や
、
情
報
管
理
に
か

か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
深
く
反
省
し

て
い
る
。
今
後
は
市
議
会
全
員
協
議
会
や

常
任
委
員
会
な
ど
機
会
を
捉
え
適
切
に
対

応
す
る
。地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
研
究

し
、
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
予

算
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

質

　問

　項

　目

１
．
市
長
の
人
材
育
成
に
お
け
る
基
本

　
　
的
考
え
方
に
つ
い
て

２
．
情
報
管
理
と
積
極
的
開
示
に
つ
い
て

３
．
新
年
度
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

４
．
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
に
つ
い
て

５
．
総
合
支
所
の
役
割
と
活
性
化
に
つ
い
て

６
．
木
育
推
進
に
つ
い
て

７
．
公
共
施
設
の
最
適
化
に
向
け
た
総

　
　
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

８
．
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況
報
告
書
か
ら

９
．
教
育
長
の
教
育
方
針
か
ら

● 
情
報
管
理
と
積
極
的
な
開
示
は

● 

総
合
支
所
へ
の
権
限
や
予
算
の
更
な
る

　 

拡
充
は本

市
に
は
、
出
資
比
率
50
％
以
上

の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
黄
桜

の
里
、
鳥
海
高
原
ユ
ー
ス
パ
ー
ク
、
岩
城
、

大
内
交
流
セ
ン
タ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
、

ほ
っ
と
い
ん
鳥
海
の
６
株
式
会
社
が
あ
る
。

　
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
貸
借
対
照

表
で
は
、
約
６
億
の
資
本
金
が
現
在
純
資

産
と
し
て
約
２
億
と
３
分
の
１
に
減
っ
て

い
る
。
特
に
経
営
状
況
が
厳
し
い
第
三
セ

ク
タ
ー
へ
の
市
の
関
与
に
つ
い
て
は
。

市
で
は
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
現
在

評
価
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
役
割
や
方
向
性
と
併
せ
、
事

業
の
整
理
統
合
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

● 

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
市
の
関
与
は

み
合
わ
せ
健
全
財
政
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
、
総
合
防
災
公
園
や
羽
後
本
荘
駅
の
整

備
な
ど
の
大
型
事
業
が
続
く
が
、
主
要
財
政
指

標
の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く
。
ま
た
「
行
政

懇
談
会
」や「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」を
通
し
、
市
民

か
ら
方
針
や
施
策
に
理
解
を
得
て
き
た
が
、「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
も
、
４
２
０
０
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
幅
広
く
意
見

や
提
案
を
取
り
ま
と
め
策
定
し
た
。

問

問

問

問問

問

答

答

答答答

答

会派代表質問会派代表質問
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質　問　項　目

伊　藤　岩　夫
　　　（会派　公明党）

１．防災施策について

２．交流人口増進への対策について

３．大規模事業の波及効果増進について

４．ひきこもり者の社会復帰支援について

５．１８歳選挙権の実施に対する取り組みについて

◆災害時は素早い対応が重要

答
市では、総務省推奨のシステムと同等の機能

がある「統合型ＧＩＳ※」を導入している。今

後も、県立大学の協力を得ながら、支援機能のシ

ミュレーションや、罹災証明の発行、救援物資の管

理などの機能強化に取り組んでいく。

災害への応急対応に当たる市職員の安否確認

は、自治体ＢＣＰの観点から極めて重要である。

　市では、ＩＣＴを活用した安否確認緊急連絡シス

問

秋田県においては、平成28年度中に国や市町

村、関係機関と意見調整をしながら、策定す

る予定となっている。

　市では、県の計画策定後、県の計画や市の「新創

造ビジョン」との整合を図りながら、ハード対策や

ソフト対策を適切にくみあわせ、効果的に速やかに

計画策定を進める。

「国土強靭化地域計画」の策定とその内容に

ついて問う。

答

問

答

災害時は、行政の素早い対応が、復旧・復興には重

要であり、被災者の情報を一元的に管理できる総務

省の「被災者支援システム」の導入をすべきであると思うが。

問
自分の状況を担当部署へ迅速に知らせること

で、災害時の対応スピードの向上も図られる。

自治体ＢＣＰ※の向上として、ＩＣＴ※を活用した災害

時安否緊急連絡システムの導入を検討してはどうか。

質　問　項　目

渡　部　　　　功
　　　（会派　市民創風）

貧困高齢者世帯の
実態調査を １．人口減少対策について

２．老人に優しいまちづくりについて

３．農業振興について

４．商工業の振興について

５．自然エネルギーを活かしたまちづくりについて

６．活力ある教育のまちづくりについて
◆貧困世帯への救済の充実を

答
「地域包括支援センター」を順次拡充し、よ

りきめ細やかな訪問体制を整備しながら、実

態把握に一層努める。また、「自立相談支援事業」

を実施、生活保護に至る前の段階の方に寄り添い、

自立に向けた支援を行うため、積極的に地域に出向

き、隠れたニーズの掘り起こしに努める。

問

本市の特色を活かし、市民や事業所、行政等

がお互いに連携・協力しながら、市全体で

「環境のまちづくり」を推進できるよう研究してい

く。また、環境に優しい電気自動車の普及のために

は充電施設の増設も重要であり、道の駅などのほか、

主要な公共施設への設置についても検討していく。

◆「自然クリーンエネルギーのまち」宣言を

答

問
現在、計画されている再生エネルギー事業が完成・

稼働すると、本市が県内１位の再生エネルギーの市

になり、本県は日本一の県であることから、「再生エネル

高齢者世帯の貧困率が高まっている。本市におい

ても生活の困窮を訴える高齢者世帯もあり、実態

調査と貧困世帯への救済支援対策を充実すべきでは。

防災対応を万全に！

ギー全国１位の基地のまち」を目指しては。さらに、本市の

豊かな自然と素晴らしい環境を全国にＰＲするためにも「自

然クリーンエネルギーのまち」を宣言すべきと考える。

　また、そのクリーンなエネルギーを活かす電気自動車の普

及の推進と、観光やビジネスなどで訪れる方のためにも、道

の駅や宿泊施設などへの充電施設の整備を進めるべきでは。

※GIS  地理情報システム　　※BCP  事業継続計画

※ICT  情報通信技術

テムについては、「由利本荘市消防防災メール」が持

つ機能により、職員参集による方法と合わせて、安否

確認に活用していく。

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい
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　つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の

特
Ａ
米
計
画
は

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
良
質
米
の
産

地
と
し
て
、
米
の
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
特
Ａ
米
の
育
成
は
欠
か
せ

な
い
。
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

Ａ
．
県
内
全
体
に
枠
が
あ
り
、

申
し
込
み
に
は
銘
柄
を
一
つ
と

り
や
め
る
必
要
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
な
ど
の

作
付
が
ひ
と
め
ぼ
れ
よ
り
面
積

が
少
な
い
た
め
、
管
内
Ｊ
Ａ
の

　
　
　
　
一
存
で
は
難
し
い
状

　
　
　
　
況
に
あ
る
。

目
指
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
規
格
基
準
の

策
定
、
産
地
証
明
、
連
携
出
荷

体
制
な
ど
の
整
備
を
図
る
。

　
ま
た
、
一
次
加
工
も
考
え
て

い
る
。

　大
規
模
工
業
団
地

の
要
望
を

Ｑ
．
貸
工
場
支
援
の
他
、
議
会

の
県
営
大
規
模
工
業
団
地
の
要

望
も
強
い
。
反
面
、
地
元
の
熱

意
は
感
じ
な
い
が
、
雇
用
状
況

が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
人
が
集
ま
り
に
く
い
状
況

は
感
じ
る
。
人
手
不
足
が
東
北

全
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
会
と
具
体
的
に
は
協
議
し

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。

　県
内
就
職
が

厳
し
い
学
卒
者

Ｑ
．
学
卒
者
の
県
外
就
職
希
望

者
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
判
断

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
で
き
れ
ば
県
内
で
の
就
職

を
し
た
い
が
、
希
望
職
種
が
な

い
と
い
う
方
が
多
い
と
分
析
し

て
い
る
。
大
卒
者
の
県
内
採
用

は
少
な
い
。

　山
は
宝
で
い
っ
ぱ
い

め
ざ
せ
１
千
万
円

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス

Ｑ
．
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

む
、
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と

目
標
は
。
　

Ａ
．
山
菜
を
売
れ
る
商
品
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
平
成

30
年
に
売
り
上
げ
1
千
万
円
を

Ｑ
．
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
件
数
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
。

Ａ
．
市
窓
口
に
お
け
る
各
種
証

明
書
の
交
付
件
数
は
、
年
間
約

７
万
５
千
件
で
、
そ
の
20
％

１
万
5
千
件
を
コ
ン
ビ
ニ
交
付

と
想
定
し
て
い
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　カ
ー
ド
利
用
に
よ
る

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

　
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

約
９
0
0
万
円
で
あ
る
が
、
平

成
28
〜
30
年
度
は
特
別
交
付
税

を
2
分
の
1
充
当
で
き
る
の
で
、

市
負
担
は
、
約
４
５
0
万
円
、

常

　任

委
員
会

常

　任

委
員
会

　公
共
施
設
の
最
適
化

Ｑ
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
な
ぜ
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

Ａ
．
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
が
こ
れ
か
ら

更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、
市
の

財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
国
の
指
針
に
よ
り

全
部
の
公
共
施
設
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
行
い
、
市
全
体
で
の
施
設

の
最
適
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　進
む
行
政
改
革

Ｑ
．
行
政
改
革
に
伴
う
人
件
費

平
準
化
基
金
は
何
の
た
め
に
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
．
施
設
の
指
定
管
理
や
民
営

化
な
ど
行
政
改
革
を
推
進
す
る

上
で
市
で
負
担
す
る
人
件
費
の

平
準
化
を
図
る
た
め
の
基
金
で
、

平
成
28
年
度
か
ら
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
東
光
苑
」、

「
鳥
寿
苑
」
が
指
定
管
理
に
移

常

　任

委
員
会

本荘清掃センター事務所棟

大内小学校 東由利分署岩城分署

新ブランド米の確立

山菜に夢をのせて

Ａ
．
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の
利
用
時
間

の
実
態
に
合
わ
せ
、
施
設
使
用

単
価
を
4
時
間
単
位
か
ら
1
時

間
単
位
に
改
め
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
短
時
間
で
の
利
用
が

し
や
す
く
な
る
。

　本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
運
転
管
理

業
務
委
託

Ｑ
．
業
務
委
託
の
入
札
情
報
漏

え
い
問
題
に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
４
月
か
ら
９
年
間
の

業
務
委
託
契
約
に
向
け
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

平
成
31
年
度
か
ら
は
約
９
0
0

万
円
と
な
る
。

　ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ

　「
ア
ク
ア
パ
ル
」の
利
用

料
金
の
一
部
改
正

Ｑ
．
利
用
料
金
は
ど
う
変
わ
る

か
。

　
し
か
し
、
落
札
決
定
の
直
前

に
各
候
補
者
の
提
案
書
の
内
容

や
評
点
の
情
報
漏
え
い
が
判
明

し
た
た
め
入
札
を
無
効
と
し
、

補
正
予
算
で
委
託
費
の
限
度
額

８
億
８
１
９
８
万
円
の
債
務
負

担
行
為
廃
止
の
提
案
に
至
っ
た
。

当
面
は
市
直
営
で
業
務
を
継
続

す
る
。

契
約
手
続
き
を
進
め
て
い
た
。

　大
内
地
域
統
合

小
学
校
改
修
事
業

Ｑ
．
大
内
小
学
校
（
旧
大
内
中

学
校
）
改
修
状
況
は
。

Ａ
．
上
川
大
内
小
、
下
川
大
内

小
を
統
合
し
、
新
大
内
小
と
し

て
本
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

総
工
費
約
２
億
７
千
万
円
で
改

修
工
事
を
し
た
。

教
育
民
生

産
業
経
済

行
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
特
別
会

計
で
負
担
し
て
い
た
職
員
人
件

費
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
で
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
相
当
分
を
基
金
に
積
み

立
て
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を

平
準
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
記
の
「
東
光
苑
」

は
、
定
例
会
閉
会
後
に
、

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ

た
利
用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
未
作
成
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
、
後
日
開
催
し
た
臨

時
会
に
、
指
定
管
理
へ
の

移
行
を
一
年
間
延
期
す
る

と
の
提
案
が
あ
り
了
承
し

た
も
の
で
あ
る
。

委員会審査報告

　消
防
署
を
整
備

暮
ら
し
を
守
る

Ｑ
．
本
荘
消
防
署
岩
城
分
署
お

よ
び
東
由
利
分
署
の
新
庁
舎
が

完
成
し
た
が
、
他
の
分
署
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
平
成
28
年
度
中
に
西
目
分

署
を
現
在
の
場
所
の
隣
に
建
設

す
る
。
大
内
分
署
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
建
設
に
向
け
て
、

市
全
体
の
消
防
体
制
の
中
で
大

内
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る

建
設
候
補
地
を
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つぶぞろいは
新しい品種の
お米です

総

　務

ここが聞きたい
一 般 質 問

渡　部　専　一
　　　（会派　市民創風）

◆地域振興について

　①公共施設の整備方針は

　②総合支所機能の強化について

答
新設に当たっては、地域の特性を勘案しなが

ら、地域住民や検討委員会などの意見を踏ま

え、施設規模や適切な建設場所などを選定し、整備

を進める。

問

支所長や課長には、地域の実情に精通した職

員を配置して、機能強化を図るなど、地域の

皆さまが、気軽に安心して利用できる総合支所を目

◆大河ドラマ「真田丸」による天鷺観光への取り組みは

答

ＰＲポスターや動画、ウェブサイトの制作を

順次計画しており、みちのく真田ゆかりの地

として全国に情報を発信し、併せて、のぼりや誘導

看板を随所に設置しながら、亀田地区をはじめ、本

市への観光誘客の推進に努めていく。

答

問
ドラマの放映に合わせて、関係する全国の市

町村でも動き出している。本市も真田ゆかり

の地として、観光誘客に全力で取り組むべきである

と思うが、その対応は。

◆本市の子どもの貧困対策について

子どもの貧困対策に必要とされる支援は非常

に多岐にわたる。市では子育て支援課を中心

に関係部署の担当者会議を２月12日に開催した。こ

の会議を基本に庁内連絡会議を設置し、秋田県の貧

困実態調査結果などと照らし合わせ、市の計画に反

映する方針である。

答

問

本市の人口減少の８割は、周辺７地域での減

少数で推移してきている。施設整備は、この

状況に配慮する必要があると思うが。

本市の時給は６９７円で、１日８時間、週５日、

年５２週働いて、年収は約１４５万円、これは相対

的貧困線を下回る年収である。本市の現状は官製

ワーキングプアを産み出しているのではないのか。

問
高齢化社会の中では、近くで用を足せること

が必要。相談業務や行政事務の手続きにしっ

かりと対応できる支所機能の強化についての考えは。

本市の臨時・非正規職員数と年間フルタイム

５２週働いても年収２００万円に届かない割合は。

子どもの貧困が年々深刻になっているが本市

の対策は。

質　問　項　目

今　野　英　元
　　　（会派　社会民主党）

由利本荘市の官製
ワーキングプアについて １．由利本荘市の官製ワーキングプアについて

２．本市の子供の貧困対策について

◆本市の臨時・非正規職員は

答
職員総数は1727人で、そのうち、正規職員は

1035人で、約60％、非正規職員は692人で、

約40％となっている。臨時職員の女性割合は約71％

で、年収200万円に届かない臨時職員の割合は約

82％となっている。

問

本市にも年収200万円に届かない臨時職員は

いるが、その活動実態は人それぞれで、事情

によって働き方や収入は違う。臨時職員と正職員は

職務に求められる内容、責任の度合いが違い収入面

で差が生じるのは避けられない。

答

◆年収約１４５万円はワーキングプアではないか。

問

質　問　項　目
１．国勢調査人口の速報値をどう見るか

２．地域振興について

３．工業振興について

４．林業振興について

５．大河ドラマ「真田丸」による天鷺郷観光への取り組みは

６．羽後亀田駅の整備について

７．地籍調査の進捗状況と今後の計画は

８．北部共同調理場建設事業について

指しているところである。今後も市民からの相談や

要望等に、迅速かつ適切に対応し、満足いただける

よう、努めていく。

新計画１０年の中で
地域はどう変わるのか
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木　隆　一
　　　（会派　日本共産党）

市政・教育行政について １．一連の不祥事に関して

２．２０１５年農林業センサスの速報値から推計される

　　将来（２０２５年、２０３５年）と対策は

３．子供の貧困対策には抜本的な政策転換が急務

４．診療報酬改定が医療の質を揺るがすことにならないか

５．後期高齢者医療保険制度・健康診査事業の改善に向けて

６．障がい者雇用の現状と拡大に向けて

７．教育行政について

８．循環型社会形成について

◆一連の不祥事に関して

答
度重なる不適切な事務処理などの不祥事につ

いて、議会、市民の皆さまにご心配をかけ申

し訳ない。市政は市民の信頼の上に成り立つもので

職員の一人一人が「法令遵守の徹底、服務規律の確

保」について十分自覚し高い倫理観をもって職務に

当たることが必要である。今後も職員と一丸となっ

て職務に精励し市民の信頼回復に努めていく。

問

県内では私費会計13市町村、公会計12市町村

である。今後、給食会計の取り扱いは他市の

状況を参考にしながら、給食センターの実施時期も

考慮し検討を重ね進めたい。

◆学校給食会計は教育委員会扱いにすべき

答

問
給食はある意味では公共事業であり、経理業

務などは保護者と教育委員会との契約事務と

考えられ、教職員に過重な負担をかけるべきでない。

市教育委員会が給食費の徴収、納入、精算を実施す

るのが本来の姿でないのか。県内の状況はどうか。現

場の声を聞きながら教育委員会扱いにすべきである。

効果的に事業を進めるため、毎月、県ならびににかほ市と事業

推進会議を行い、県委嘱のアドバイザーの意見も参考にしてい

る。また、秋田・山形両県と環鳥海地域の関係自治体によって設立した

「秋田・山形県際間連携推進協議会」では「鳥海エリア」の魅力を全国発

信するためのプロモーション活動を展開して、さらに認知度向上に努める。

◆広域観光での連携は

答

問
鳥海山を核とした広域観光プロジェクトはにかほ市と

の事業実施であるが協働一体的推進の連携は十分か。

県では設備取得に対する補助制度や、特殊工程による作業に必

要な国際認証取得への支援を行っている。本市は技術習得を目的

とした高度な品質管理技術の習得事業など行っている。さらに、固定資産

税の減免や雇用奨励金など工場等立地促進条例による支援も予定している。

◆有望産業への支援体制は

答

問

市長室のユニットバスの件、ＣＡＴＶセンター取

材用車輌リース契約錯誤の件、そして本荘清

掃センター運転管理業務委託が正式決定前に審査情

報が漏れることなどが立て続けに起きた。

　市長の「開かれた市政、透明性の確保、市民目線」

など自らの所信表明とも矛盾するものであり、謙虚に

反省、検証、統括すべきである。

質　問　項　目

長　沼　久　利
　　　（会派　高志会）

独自の移住・定住
促進策は １．由利本荘市総合戦略から

２．地域公共交通から

３．中小企業経営者の事業承継について

４．プレミアム付き商品券事業について

５．観光振興について

６．まるごと売り込み事業について

７．産業振興について

８．八塩生涯学習センターの利活用について

９．集会施設建設費等補助金について

１０．町内会・自治会げんきアップ事業から

１１．道の駅の機能強化について

◆地域特性を生かした定住策は

答
移住希望者を対象とした「まるごとミーティング」や

「移住体験ツアー」の際は、積極的にアピールしている。

また、地域に誇りや自信をもって生活する姿も大切な判断にな

るので、元気な地域づくりを展開しながら情報発信していく。

答
市分譲宅地は市内８カ所で販売している。分譲宅地の

情報をホームページで公開するとともに、分譲価格を改

正するなど販売促進に努めてきた。今後は、周辺地価相場、経済

情勢に応じた分譲価格の見直しを検討し積極的に分譲していく。

問 ８地域ごとの移住・定住策の必要性は。

分譲宅地の活用策は。

航空機産業からの県との連携支援体制は。

◆積極的分譲宅地の活用は

問

どなたでも傍聴
できます。傍聴席へは
５階からどうぞ♪

質　問　項　目
　つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の

特
Ａ
米
計
画
は

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
良
質
米
の
産

地
と
し
て
、
米
の
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
特
Ａ
米
の
育
成
は
欠
か
せ

な
い
。
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

Ａ
．
県
内
全
体
に
枠
が
あ
り
、

申
し
込
み
に
は
銘
柄
を
一
つ
と

り
や
め
る
必
要
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
な
ど
の

作
付
が
ひ
と
め
ぼ
れ
よ
り
面
積

が
少
な
い
た
め
、
管
内
Ｊ
Ａ
の

　
　
　
　
一
存
で
は
難
し
い
状

　
　
　
　
況
に
あ
る
。

目
指
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
規
格
基
準
の

策
定
、
産
地
証
明
、
連
携
出
荷

体
制
な
ど
の
整
備
を
図
る
。

　
ま
た
、
一
次
加
工
も
考
え
て

い
る
。

　大
規
模
工
業
団
地

の
要
望
を

Ｑ
．
貸
工
場
支
援
の
他
、
議
会

の
県
営
大
規
模
工
業
団
地
の
要

望
も
強
い
。
反
面
、
地
元
の
熱

意
は
感
じ
な
い
が
、
雇
用
状
況

が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
人
が
集
ま
り
に
く
い
状
況

は
感
じ
る
。
人
手
不
足
が
東
北

全
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
会
と
具
体
的
に
は
協
議
し

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。

　県
内
就
職
が

厳
し
い
学
卒
者

Ｑ
．
学
卒
者
の
県
外
就
職
希
望

者
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
判
断

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
で
き
れ
ば
県
内
で
の
就
職

を
し
た
い
が
、
希
望
職
種
が
な

い
と
い
う
方
が
多
い
と
分
析
し

て
い
る
。
大
卒
者
の
県
内
採
用

は
少
な
い
。

　山
は
宝
で
い
っ
ぱ
い

　め
ざ
せ
１
千
万
円

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス

Ｑ
．
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

む
、
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と

目
標
は
。
　

Ａ
．
山
菜
を
売
れ
る
商
品
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
平
成

30
年
に
売
り
上
げ
1
千
万
円
を

Ｑ
．
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
件
数
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
。

Ａ
．
市
窓
口
に
お
け
る
各
種
証

明
書
の
交
付
件
数
は
、
年
間
約

７
万
５
千
件
で
、
そ
の
20
％

１
万
5
千
件
を
コ
ン
ビ
ニ
交
付

と
想
定
し
て
い
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　カ
ー
ド
利
用
に
よ
る

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

　
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

約
９
0
0
万
円
で
あ
る
が
、
平

成
28
〜
30
年
度
は
特
別
交
付
税

を
2
分
の
1
充
当
で
き
る
の
で
、

市
負
担
は
、
約
４
５
0
万
円
、

常

　任

委
員
会

常

　任

委
員
会

　公
共
施
設
の
最
適
化

Ｑ
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
な
ぜ
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

Ａ
．
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
が
こ
れ
か
ら

更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、
市
の

財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
国
の
指
針
に
よ
り

全
部
の
公
共
施
設
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
行
い
、
市
全
体
で
の
施
設

の
最
適
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　進
む
行
政
改
革

Ｑ
．
行
政
改
革
に
伴
う
人
件
費

平
準
化
基
金
は
何
の
た
め
に
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
．
施
設
の
指
定
管
理
や
民
営

化
な
ど
行
政
改
革
を
推
進
す
る

上
で
市
で
負
担
す
る
人
件
費
の

平
準
化
を
図
る
た
め
の
基
金
で
、

平
成
28
年
度
か
ら
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
東
光
苑
」、

「
鳥
寿
苑
」
が
指
定
管
理
に
移

常

　任

委
員
会

本荘清掃センター事務所棟

大内小学校 東由利分署岩城分署

新ブランド米の確立

山菜に夢をのせて

Ａ
．
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の
利
用
時
間

の
実
態
に
合
わ
せ
、
施
設
使
用

単
価
を
4
時
間
単
位
か
ら
1
時

間
単
位
に
改
め
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
短
時
間
で
の
利
用
が

し
や
す
く
な
る
。

　本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
運
転
管
理

業
務
委
託

Ｑ
．
業
務
委
託
の
入
札
情
報
漏

え
い
問
題
に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
４
月
か
ら
９
年
間
の

業
務
委
託
契
約
に
向
け
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

平
成
31
年
度
か
ら
は
約
９
0
0

万
円
と
な
る
。

　ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ

　「
ア
ク
ア
パ
ル
」の
利
用

料
金
の
一
部
改
正

Ｑ
．
利
用
料
金
は
ど
う
変
わ
る

か
。

　
し
か
し
、
落
札
決
定
の
直
前

に
各
候
補
者
の
提
案
書
の
内
容

や
評
点
の
情
報
漏
え
い
が
判
明

し
た
た
め
入
札
を
無
効
と
し
、

補
正
予
算
で
委
託
費
の
限
度
額

８
億
８
１
９
８
万
円
の
債
務
負

担
行
為
廃
止
の
提
案
に
至
っ
た
。

当
面
は
市
直
営
で
業
務
を
継
続

す
る
。

契
約
手
続
き
を
進
め
て
い
た
。

　大
内
地
域
統
合

小
学
校
改
修
事
業

Ｑ
．
大
内
小
学
校
（
旧
大
内
中

学
校
）
改
修
状
況
は
。

Ａ
．
上
川
大
内
小
、
下
川
大
内

小
を
統
合
し
、
新
大
内
小
と
し

て
本
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

総
工
費
約
２
億
７
千
万
円
で
改

修
工
事
を
し
た
。

教
育
民
生

産
業
経
済

行
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
特
別
会

計
で
負
担
し
て
い
た
職
員
人
件

費
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
で
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
相
当
分
を
基
金
に
積
み

立
て
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を

平
準
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
記
の
「
東
光
苑
」

は
、
定
例
会
閉
会
後
に
、

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ

た
利
用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
未
作
成
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
、
後
日
開
催
し
た
臨

時
会
に
、
指
定
管
理
へ
の

移
行
を
一
年
間
延
期
す
る

と
の
提
案
が
あ
り
了
承
し

た
も
の
で
あ
る
。

委員会審査報告

　消
防
署
を
整
備

暮
ら
し
を
守
る

Ｑ
．
本
荘
消
防
署
岩
城
分
署
お

よ
び
東
由
利
分
署
の
新
庁
舎
が

完
成
し
た
が
、
他
の
分
署
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
平
成
28
年
度
中
に
西
目
分

署
を
現
在
の
場
所
の
隣
に
建
設

す
る
。
大
内
分
署
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
建
設
に
向
け
て
、

市
全
体
の
消
防
体
制
の
中
で
大

内
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る

建
設
候
補
地
を
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つぶぞろいは
新しい品種の
お米です

総

　務



平成2８年度
一般会計予算総額

にかほ市・酒田市・遊佐町との広域連携による、

ジオパーク構想の推進

本年８月完成に向け建設が進んでいる

仮庁舎建設工事と現庁舎一部解体工事等

現分署脇に新分署が建設される

新分署の実施設計と地質調査

鳥海山・飛島ジオパーク構想事業

１１７７万円
由利総合支所改築事業

5億4245万円

大内総合支所改築事業
1億8610万円

西目分署消防庁舎建設事業
1億9728万円

大内分署消防庁舎建設事業
767万円

平成２８年度文化交流館の指定管理料

カダーレ指定管理委託料

１億７千万円

個人番号カードを活用し、全国のコンビニで住民

票などの諸証明を交付する

コンビニ交付サービス事業

2180万円

145 平成28年5月1日発行平成28年5月1日発行

◆
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
核
と
し
た

健
康
の
駅
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
　
　
　

　
２
８
０
７
万
円

・
　
仮
称
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
を
中
心

に
市
内
施
設
を
健
康
の
駅
と
位
置
付

け
、
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
普

及
啓
発
を
図
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
よ
る
医
療
費
や
社
会
保
障
費
の
抑

制
を
図
る
。

◆
由
利
本
荘
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

　
確
立
事
業
　    

１
２
１
４
万
円

・
　
首
都
圏
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
特
産

品
フ
ェ
ア
の
開
催
や
バ
イ
ヤ
ー
の
招

聘
な
ど
、
新
た
な
特
産
品
の
発
掘
と

販
路
拡
大
を
目
指
す
事
業
を
行
う
。

地
方
創
生
加
速
化

　　交
付
金
関
連
３
件
の

　　　 
　
補
正
予
算
を
可
決

東
光
苑
の
指
定
管
理
者
へ
の

　　　　　　　　　 

移
行
を
延
期

　
市
長
室
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
設
置
の
未
報

告
、
本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
に

係
る
情
報
の
外
部
流
出
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
東
光
苑
」
に
お
け
る
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
未
作
成
な
ど
、
度
重
な
る
市

の
不
祥
事
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
事
務

執
行
適
正
化
の
徹
底
と
再
発
防
止
、
市

民
に
目
に
見
え
る
形
で
の
対
策
を
講
ず

る
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

　
第
1
回
臨
時
会
は
、
３
月
30
日
に
、
１

日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
関
係
１
件
、

国
が
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
円
滑
な
実

施
を
支
援
す
る
目
的
で
交
付
す
る
「
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
」
を
措
置
す
る
た
め

の
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

は
じ
め
と
し
た
予
算
関
係
４
件
、
そ
の
他

１
件
の
計
６
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
に
綱
紀
粛
正
と
適
正
な

　
　
事
務
執
行
を
求
め
る

　
　
　
議
会
決
議
を
可
決

　
　
ま
た
、
地
元
農
家
や
生
産
組
織

な
ど
の
育
成
に
よ
り
、
本
市
の
山

菜
を
売
れ
る
商
品
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
「
目
指
せ
一
千
万
！

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
」
を
行
う
。

◆
み
ち
の
く
真
田
ゆ
か
り
の
地
事
業

１
０
５
８
万
円

・
　
宮
城
県
白
石
市
と
蔵
王
町
及
び

本
市
が
連
携
し
た
ツ
ア
ー
の
造
成

や
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
で
観
光
誘

客
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
期
間
の
変
更

・
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
東
光

苑
」の
指
定
管
理
者
へ
の
移
行
を
1

年
間
延
期
す
る
こ
と
か
ら
指
定
管

理
期
間
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

「
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
平
成
38
年
3
月
31
日
ま
で
」を

「
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
平
成
38
年
3
月
31
日
ま
で
」に
変
更
。

◆
東
光
苑
を
民
間
社
会
福
祉
法
人

へ
移
行
で
き
ず
、
市
の
直
営
に

よ
る
施
設
運
営
に
関
す
る
事
案

・
　
介
護
保
険
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
前
提
で

あ
る
施
設
入
所
者
の
介
護
サ
ー
ビ

　
ス
計
画
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
が
未
作
成
で

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
で
き
ず
、
そ

の
た
め
の
関
連
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
か
ら
は
、

意
見
を
付
し
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

特別養護老人ホーム「東光苑」

年金生活者等
支援臨時福祉給付金給付事業

まるごと売り込み事業

福祉医療費支給事業

由利牛振興対策事業

平成2８年度
一般会計予算総額

にかほ市・酒田市・遊佐町との広域連携による、

ジオパーク構想の推進

本年８月完成に向け建設が進んでいる

仮庁舎建設工事と現庁舎一部解体工事等

現分署脇に新分署が建設される

新分署の実施設計と地質調査

鳥海山・飛島ジオパーク構想事業

１１７７万円
由利総合支所改築事業

5億4245万円

大内総合支所改築事業
1億8610万円

西目分署消防庁舎建設事業
1億9728万円

大内分署消防庁舎建設事業
767万円

平成２８年度文化交流館の指定管理料

乳幼児～中学校３年生医療費の全額助成

人材確保や新たな仕事づくりに向け
た地域資源の掘り起こしと雇用創
造協議会運営支援

経営発展を加速化するための活動経費を支援

秋田由利牛ブランド確立のための支援 パークゴルフ場１８ホール増設整備工事

年金も含めた所得全体の底上げを図る

カダーレ指定管理委託料

１億７千万円

個人番号カードを活用し、全国のコンビニで住民

票などの諸証明を交付する

コンビニ交付サービス事業

2180万円

7億264万円

子育て支援金支給事業

出生率の向上と子育ての支援として第２子１０万

円、第３子以降２０万円を支給する

1千万円

3102万円

雇用の創造事業
5907万円 429万円

八塩いこいの森
パークゴルフ場整備事業

9427万円

農業経営発展加速化支援事業
4665万円

3億1048万円

首都圏への売り込みなどにより市産品のブラ

ンド化、定番商品化を図る
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　八
王
子
市
の
「
エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー

ナ
八
王
子
」
で
は
、
※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用

し
て
建
設
さ
れ
た
施
設
で
、
土
日
の
約
９

割
が
各
種
大
会
利
用
で
予
約
さ
れ
て
、
市

民
へ
の
開
放
に
支
障
を
き
た
す
く
ら
い
の

稼
働
・
利
用
状
況
で
し
た
。

　
大
田
区
総
合
体
育
館
は
、
事
業
収
入
が

見
込
み
額
を
超
え
た
額
を
、
区
に
還
元
す

る
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　
両
施
設
は
、
人

口
・
財
政
規
模
な

ど
、
本
市
と
の
違

い
が
明
確
で
す
が
、

指
定
管
理
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
利
用
率

向
上
を
目
指
す
意

味
で
も
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
要
望
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

い
か
に
利
用
率
向
上
に
繋
げ
る
か
な
ど
、

開
設
に
向
け
て
の
作
業
に
、
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。           

見
て
・
聞
い
て
・
学
ん
で
・

　実
践

総合防災
公園整備
特別委員会

●
聖
籠
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の

　方
々
と
の
意
見
交
換

　
聖
籠
町
の
議
会
報
は
、
全
国
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
す
る
な
ど
の
実

績
を
有
し
て
お

り
、
レ
イ
ア
ウ

ト
や
デ
ザ
イ
ン

に
工
夫
を
こ
ら

す
な
ど
、
町
民

に
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
誌
づ

く
り
に
懸
命
に

取
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
私
ど
も
は
、

活
発
な
意
見
交

換
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
気
が
付

か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
多
く
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

議会報
編　集

特別委員会

　
現
在
建
設
中
の
（
仮
称
）
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
の
活
用
を
図
る
た
め
、

平
成
28
年
１
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
し

て
い
る
東
京
都
の
八
王
子
市
と
大
田
区
の
体
育
館
を
視
察
し
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
分
か
り
や
す
く

議
会
の
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
先
進
地
へ
の
行
政
視
察
を
行
い
、

勉
強
・
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
28
年
１
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程
で
、
新
潟
県
の

聖
籠
町
議
会
と
燕
市
議
会
を
訪
問
し
学
ん
で
き
ま
し
た
。

●
燕
市
議
会
報
等
特
別
委
員
会
の
方
々
と

　の
意
見
交
換

　
燕
市
の
議
会
報
は
、「
つ
ば
め
市
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」
の
名
称
で
、
表
紙
も
ノ
ー
ト

の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
斬
新
な
も
の
で
し
た
。

議
会
報
だ
と
市
民
が
す
ぐ
判
る
よ
う
に
と

の
思
い
で
、
平
成
24
年
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を

変
え
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
斬
新

さ
と
内
容
の

工
夫
が
全
国

屈
指
と
の
評

判
を
得
て
、

全
国
か
ら
議

会
報
担
当
議

員
が
訪
れ
て

お
り
、
そ
の

受
け
入
れ
態

勢
も
さ
す
が

で
し
た
。

　
私
ど
も
は
、
燕
市
に
負
け
な
い
議
会
報

を
作
ろ
う
と
心
新
た
に
し
た
も
の
で
す
。

※「ＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアチブ）」とは、公共施設等の建設、維

持管理、運営などを民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新しい手法です。

エスフォルタアリーナ八王子大田区総合体育館

聖籠町庁舎での研修

視察先の八王子市での研修

燕市庁舎での研修

即
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文化交流館「カダーレ」について
宮城県利府町／茨城県ひたちなか市

大分県佐伯市

平成２７年度の行政視察の受け入れ状況をお知らせします

学力向上の取り組みについて
山形県新庄市／福島県西郷村

愛知県幸田町／大阪府守口市

和歌山県日高川町／岡山県備前市

地域おこし協力隊について
岩手県八幡平市

消防庁舎建設について
山形県酒田地区広域行政組合

新創造ビジョンの策定について
ふるさと納税について
長崎県長崎市

小さな拠点づくりについて
（道の駅・鳥海郷）
北海道登別市

ようこそ由利本荘市へ

　毎年、全国各地の議会から、本市の行政の取り組み状況や関連施設について

視察の方々が訪れます。

　学力全国トップクラスに位置している小・中学校の学力状況や本市のシンボルの

一つである文化交流館「カダーレ」をはじめ、本市の特色ある取り組みが

注目されています。

　来訪自治体、視察目的は次のとおりです。

４月１日付の人事異動に伴い、次のメンバーで
新体制がスタートしました。よろしくお願いします。

事務局長　鈴　木　順　孝

参事兼次長　鎌　田　直　人

庶務班長　髙　橋　清　樹

主査　渡　邊　美　和

主査　古　戸　利　幸

議事調査班長　小　松　和　美

主査　佐々木　健　児

議会事務局議会事務局議会事務局 委員会条例の一部改正により、４月１日から
常任委員会の所管事項が次のようになりました。

【総 務 常 任 委 員 会】 総務部、企画調整部、総合防災公園管理運営準備事務局、

 出納室、議会事務局、選挙管理委員会事務局、

 監査委員事務局、消防本部

【教育民生常任委員会】 市民生活部、健康福祉部、保育園民営化・

 地域資源を活用した遊び推進事務局、

 教育委員会事務局

【産業経済常任委員会】 農林水産部、商工観光部、

 由利本荘まるごと営業本部、農業委員会事務局

【建 設 常 任 委 員 会】 建設部、ガス水道局

全国高速自動車道市議会協議会

鈴木議長が
　 副会長就任

鈴木議長が
　 副会長就任

　「全国高速自動車道市議会協議会」の定期総会が２月１０日、東京

都内で開催され、鈴木和夫市議会議長が副会長に選任されました。

　この協議会は、全国３１５市で構成され、高速自動車道の建設促進

や共通する諸課題の解決を目的に活動しているものです。

　副会長の任期は２年ですが、これを機会に、日本海沿岸東北自動

道の早期全線開通にいっそう拍車がかかることが期待されます。

１３自治体１０１人が来訪

就任の挨拶をする鈴木議長

○
副
市
長

新
任

　阿
部
太
津
夫

　氏
（
葛

　
　法
）

あ  

べ  

た 

つ 

お

○
人
権
擁
護
委
員

再
任

　熊
谷

　宣
子

　氏
（
岩
城
滝
俣
）

新
任

　小
野
崎
亮
子

　氏
（

　 館 

　）

新
任

　新
田

　宗
由

　氏
（
鳥
海
町
下
直
根
）

○
小
友
財
産
区
管
理
委
員
の
補
欠
の
委
員

　
　
　大
場

　敏
宏

　氏
（
万
願
寺
）

く
ま
が
い  

　の
ぶ 

こ

お  

の 

ざ
き
り
ょ
う
こ

に
っ
た

　
　む
ね
よ
し

お
お
ば

　
　と
し
ひ
ろ

人 

事 

案 

件

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か
ら
3
月
17
日
ま

で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
、
新
年
度
に
向
け
て
、
長
谷
部
市
長
が

施
政
方
針
、
佐
々
田
教
育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　
市
提
出
案
件
は
、
85
件
で
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一

般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
、
同
意
、
可
決
し
た
ほ
か
、
継
続

審
査
中
の
も
の
を
含
む
請
願
1
件
、
陳
情
6
件
の

う
ち
２
件
を
趣
旨
採
択
、
２
件
を
不
採
択
、
1
件

を
み
な
し
不
採
択
、
2
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
発
案
の
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

総
合
防
災
公
園
管
理
運
営
準
備
事
務
局
を
設
置

し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
の
管
理
運
営
に
向
け

た
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
全
国
大
会
な
ど

の
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
健
康
の
駅
設
置
の
た
め
の
関
連
事
業
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

●

保
育
園
民
営
化
・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
遊
び

推
進
事
務
局
を
設
置
し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
準
備
に
関
す

る
こ
と
。

◆
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
を
初
め
、最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情
　（
陳
情
第
２
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

◆
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情（
陳
情
第
３
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

趣

旨

採

択

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ

の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

で
き
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
（
陳
情
第
１
号
）

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表
　
藤
本
久
美
子

◆
平
和
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提

不

採

択

◆
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関

連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
関

係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
16
号
）

秋
田
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事
　
川
野
辺
英
昭

み
な
し
不
採
択

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

（
平
成
27
年
請
願
第
３
号
）

紹
介
議
員
　
今
野
　
英
元

紹
介
議
員
　
佐
々
木
隆
一

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　
鈴
木
万
喜
夫

◆
必
要
な
医
療
・
介
護
が
受
け

ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

金
制
度
な
ど
社
会
保
障
の
充

実
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
13
号
）

秋
田
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長
　
渡
辺
淳

継

続

審

査

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※議案第６６号：平成２８年度一般会計予算

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

請
願
・
陳
情
結
果

３月定例会３月定例会

手ごたえのある 政策実行を！手ごたえのある 政策実行を！
新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
４
号
）

秋
田
・
戦
争
を
さ
せ
な
い

1
0
0
0
人
委
員
会

代
表
　
山
縣
稔

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議 

決 

結 

果

可　決

不採択

不採択

高　志　会市　民　創　風
会派・
議員名

議案

議案第６６号

陳情第１号

陳情第４号

無
所
属

鈴
木

　和
夫

村
上

　
　亨

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　秀
雄

髙
橋

　和
子

湊

　
　貴
信

梶
原

　良
平

土
田
与
七
郎

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

佐
藤

　賢
一

伊
藤

　順
男

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

井
島
市
太
郎

佐
々
木
慶
治

高
野

　吉
孝

吉
田

　朋
子

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　徹

渡
部

　専
一

佐
藤

　譲
司

佐
藤

　
　勇

賛

　成

反

　対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ２４ １

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

主
な
条
例
関
係

⑵
地
域
資
源
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
遊
び
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

◇
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○

平
成
24
年
、
平
成
26
年
、
平
成
28
年
と
段
階
的

に
実
施
す
る
計
画
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
の
導
入
に
よ
る
上
乗
せ
税
率
分
を
市

ガ
ス
料
金
の
単
価
に
転
嫁
す
る
も
の
で
す
。

※
1
㎥
当
た
り
0
．
1
9
5
円
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。
（
5
月
検
針
分
か
ら
）

◇
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給
条
例

○

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
市
民
、
ま
た

は
不
慮
に
死
を
遂
げ
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
、
そ
の
生
活
の
安
定
と
精
神

的
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

⑴
遺
族
見
舞
金
　
30
万
円

⑵
傷
害
見
舞
金
　
10
万
円
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○
副
市
長

新
任

　阿
部
太
津
夫

　氏
（
葛

　
　法
）

あ  

べ  

た 

つ 

お

○
人
権
擁
護
委
員

再
任

　熊
谷

　宣
子

　氏
（
岩
城
滝
俣
）

新
任

　小
野
崎
亮
子

　氏
（

　 館 

　）

新
任

　新
田

　宗
由

　氏
（
鳥
海
町
下
直
根
）

○
小
友
財
産
区
管
理
委
員
の
補
欠
の
委
員

　
　
　大
場

　敏
宏

　氏
（
万
願
寺
）

く
ま
が
い  

　の
ぶ 

こ

お  

の 

ざ
き
り
ょ
う
こ

に
っ
た

　
　む
ね
よ
し

お
お
ば

　
　と
し
ひ
ろ

人 

事 

案 

件

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か
ら
3
月
17
日
ま

で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
、
新
年
度
に
向
け
て
、
長
谷
部
市
長
が

施
政
方
針
、
佐
々
田
教
育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　
市
提
出
案
件
は
、
85
件
で
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一

般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
、
同
意
、
可
決
し
た
ほ
か
、
継
続

審
査
中
の
も
の
を
含
む
請
願
1
件
、
陳
情
6
件
の

う
ち
２
件
を
趣
旨
採
択
、
２
件
を
不
採
択
、
1
件

を
み
な
し
不
採
択
、
2
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
発
案
の
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

総
合
防
災
公
園
管
理
運
営
準
備
事
務
局
を
設
置

し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
の
管
理
運
営
に
向
け

た
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
全
国
大
会
な
ど

の
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
健
康
の
駅
設
置
の
た
め
の
関
連
事
業
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

●

保
育
園
民
営
化
・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
遊
び

推
進
事
務
局
を
設
置
し
次
の
業
務
を
行
う
も
の
。

⑴
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
準
備
に
関
す

る
こ
と
。

◆
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
を
初
め
、最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情
　（
陳
情
第
２
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

◆
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情（
陳
情
第
３
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員
　
泉
谷
み
ど
り

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　
星
野
博
之

趣

旨

採

択

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ

の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

で
き
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
（
陳
情
第
１
号
）

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表
　
藤
本
久
美
子

◆
平
和
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提

不

採

択

◆
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関

連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
関

係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
16
号
）

秋
田
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事
　
川
野
辺
英
昭

み
な
し
不
採
択

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

（
平
成
27
年
請
願
第
３
号
）

紹
介
議
員
　
今
野
　
英
元

紹
介
議
員
　
佐
々
木
隆
一

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　
鈴
木
万
喜
夫

◆
必
要
な
医
療
・
介
護
が
受
け

ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

金
制
度
な
ど
社
会
保
障
の
充

実
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
平
成
27
年
陳
情
第
13
号
）

秋
田
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長
　
渡
辺
淳

継

続

審

査

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※議案第６６号：平成２８年度一般会計予算

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

請
願
・
陳
情
結
果

３月定例会３月定例会

手ごたえのある 政策実行を！手ごたえのある 政策実行を！
新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける新創造ビジョンで人口減少に歯止めをかける

出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
４
号
）

秋
田
・
戦
争
を
さ
せ
な
い

1
0
0
0
人
委
員
会

代
表
　
山
縣
稔

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議 

決 

結 

果

可　決

不採択

不採択

高　志　会市　民　創　風
会派・
議員名

議案

議案第６６号

陳情第１号

陳情第４号

無
所
属

鈴
木

　和
夫

村
上

　
　亨

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　秀
雄

髙
橋

　和
子

湊

　
　貴
信

梶
原

　良
平

土
田
与
七
郎

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

佐
藤

　賢
一

伊
藤

　順
男

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

井
島
市
太
郎

佐
々
木
慶
治

高
野

　吉
孝

吉
田

　朋
子

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　徹

渡
部

　専
一

佐
藤

　譲
司

佐
藤

　
　勇

賛

　成

反

　対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ２４ １

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

主
な
条
例
関
係

⑵
地
域
資
源
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
遊
び
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

◇
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○

平
成
24
年
、
平
成
26
年
、
平
成
28
年
と
段
階
的

に
実
施
す
る
計
画
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
の
導
入
に
よ
る
上
乗
せ
税
率
分
を
市

ガ
ス
料
金
の
単
価
に
転
嫁
す
る
も
の
で
す
。

※
1
㎥
当
た
り
0
．
1
9
5
円
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。
（
5
月
検
針
分
か
ら
）

◇
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給
条
例

○

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
市
民
、
ま
た

は
不
慮
に
死
を
遂
げ
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
、
そ
の
生
活
の
安
定
と
精
神

的
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

⑴
遺
族
見
舞
金
　
30
万
円

⑵
傷
害
見
舞
金
　
10
万
円

「市民と語る会」
初
議会報告会 を開催！！

市民にわかりやすく・開かれた議会を目指し

第１班

● 本　荘（市民交流学習センター）

5月24日（火）18時～

5月24日（火）13時30分～

5月  9日（月）18時～

5月14日（土）10時～

5月28日（土）13時30分～

● 矢　島（日新館）

5月26日（木）18時～

第２ 班

● 本　荘（アクアパル）

5月24日（火）18時30分～

● 東由利（有鄰館）

第 ３ 班

● 大　内（大内農村環境改善センター）

5月10日（火）18時～

● 鳥　海（紫水館）

第 ４ 班

● 岩　城（岩城会館）

5月26日（木）10時～

● 由　利（善隣館）

第 ５ 班

● 本　荘（職業訓練センター）

5月28日（土）18時～

● 西　目（シーガル）

村上　亨
〈班長〉

佐々木慶治 高橋信雄

市民交流学習センター 行き　　日新館 行き

梶原良平 佐藤　徹

伊藤岩夫
〈班長〉

佐藤　勇 伊藤順男

アクアパル 行き　　有鄰館 行き

佐藤譲司 土田与七郎

今野英元
〈班長〉

大関嘉一 三浦　晃

大内農村環境改善センター 行き　　紫水館 行き

三浦秀雄 佐藤賢一

湊　貴信
〈班長〉

渡部　功 長沼久利

職業訓練センター 行き　　シーガル 行き

渡部専一 髙橋和子

渡部聖一
〈班長〉

井島市太郎 吉田朋子

岩城会館 行き　　善隣館 行き

高野吉孝 佐々木隆一

　議員が皆さんの地域に直接出向き、議会活動と市政に関する情報を提供するとともに市政に対するご意見などを

お聴きするものです。下記のご都合のつく会場へお気軽にお越しください。

２号車

３号車

４号車

５号車

１号車


